
 

 

令和８年１月２１日 発行   第１０号 

新潟市立新津第一中学校 

電話 0250 (22) 3622 FAX 0250 (22) 6407 

HP http://www.niitsu1jh.city-niigata.ed.jp/ 

 

「新津第一中学校の教育活動に関するアンケート」の結果 
 

昨年１２月に実施した「新津第一中学校の教育活動に関するアンケート」の結果をまとめました

ので、いくつか抜粋してお知らせいたします。 

お忙しい中、ご協力いただきありがとうございました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の８０％以上が「規則正しく生活している」、「楽しく充実した学校生活を送っている」と回答していま

した。一方、「自主的に家庭学習に取り組んでいる」、「メディアを適切に使用している」と回答した方は６０～

７０％で、他に比べて数値がやや低くなっています。 

 家庭学習の習慣化やメディア（スマートフォンやゲーム機等）の適切な使用については、今後の課題として改

善に向けた取組や指導を、学校でも継続的に行って参ります。保護者の皆様におかれましても、お子さんとご家

庭でよく話し合い、約束事を決めるなど、目をかけ、声をかけていただければ幸いです。 
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お子さんは、規則正しく生活している。
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お子さんは、楽しく充実した学校生活を送っている。
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お子さんは、自主的に家庭学習に取り組んでいる。
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お子さんは、メディア（スマートフォン、

ゲーム機等）を適切に使用している。
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 一中の教育活動の大きな特徴として、様々な体験活動や地域の方々との交流、地域への貢献活動が挙げられま

す。また、５８０名をこえる大勢の生徒が体育祭や合唱コンクール等の学校行事に向かう姿からは、大きなエネ

ルギーを感じます。 

様々な活動を通して、地域と連携しながら生徒を育てていく機会が確保されていると感じておられる保護者の

方が多いことが上記のアンケート結果から分かります。今後も、地域性を活かした特色ある教育活動となるよ

う、改善を図って参ります。 
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学校では、学校行事や体験学習など、生徒同士の

人間関係づくりを進める機会が充実している。
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探究学習や体験学習など、学校と地域が連携・協働する教育活動

が行われ、「地域とともにある学校づくり」が進められている。



【保護者の方から寄せられたご意見等について】 
 

アンケートでは、以下のような声が寄せられました。ご意見をくださった皆様、ありがとうございました。今

後も、より充実した教育活動を展開していくための参考にさせていただきます。 

 

宿題を出していただけるとありがたいです。  英数理の学年平均点が低いような印象です。 

家庭学習を習慣化していくことが当校の課題の一つになっています。現在、各学年の定期テスト前の家庭学

習時間は、1日平均１９０分となっており、定期テスト前の学習意識が非常に高いことがわかります。今後

も、必要に応じて計画的に学習課題を各教科で提示するとともに、生徒が自分でその日の家庭学習の内容を決

め、書き記す活動を継続的に実施していきます。 

盛夏だけでなく、通年体操着登校を認めていただけたら良いなと思っております。登下校時、夏場は体操着の上に

制服を着ると暑すぎ、冬場は逆に制服の上には重ね着し辛く、昨今の異常気象を鑑みると、体操着のほうが体温調

整しやすいのではないかと思います。 

 夏場の体操着登校について、長期の気象予報等を確認し、早めにご案内をするなどして対応したいと考えて

おります。冬場は体操着に限らず、①上着の下に着用するインナー、②上着の上に羽織るコート類の順で調節

するよう生徒に指導しております。ご家庭でもお子さんにお声がけいただけると助かります。 

体操着を制服の下に年中着るのは、ごわごわして汗も吸わずよく理解できません。更衣室等の整備があれば着る

必要は無いのではないでしょうか？ 

 当校の１階多目的ホールの隣に更衣室（男女）がありますので、必要に応じて生徒は利用できます。 

他地区ではあった様ですが制服のリユースイベント等案内が欲しいです。 

新潟市シルバー人材センターが「新潟市立中学校リユース制服頒布会」を実施しています。今年度の開催

は、２月１４日（土）が最後だそうです。会場は新潟ユニゾンプラザです。 

秋葉区文化会館が近くにあるのに活用できていないのが残念に感じています(部活動以外の子供達)。 

秋葉区文化会館をはじめ、地域で開催される行事等については、当校の職員玄関に地域と学校を結ぶ掲示板

「お結びより」を設置し、ポスター等を掲示することでお知らせしております。 

アンケートは無記名でも良いかと。アンケートなのに名前を入力することに抵抗があり、答えづらくなる人もいると

思います。学年・クラスだけで良いと思います。 

記名式のアンケートでご意見をいただくことで、必要に応じてその方にフォローアップを行うことや、後

日、お子さんの近況等もふまえながらより詳しい説明をすることが可能になります。以上の理由から、今後も

記名式でのアンケートにご協力いただければ幸いです。 

可能であれば合唱コンクールで、ステージの上で段差をつけて保護者にも歌っている姿を指揮者が見えるように

してほしいです。 

 合唱生徒が全員ステージ上で歌うには、ピアノをステージ上に設置する必要があります。ですが、当校では

ステージに十分なスペースがなく、ピアノを上げることができないため、体育館フロアにピアノを設置して合

唱コンクールを実施しております（ピアノと合唱生徒の距離が離れすぎてしまわないようにするためです）。

今後、運営の方法等につきましては検討して参ります。 

学校事情も理解できますが、職場体験がなくなったことが残念でした。様々な機会を利用し、職業体験の種類や場

所を増やして欲しいです。体験だけでなく、講義形式のものも有用だと思います。保護者としても協力したいです。 

職場体験は、勤労体験を通して生徒の勤労観を育むとともに、働くことの意義について考える機会として実

施してきましたが、以下のような課題があり、検討を重ねて参りました。 

①生徒数に対して十分な数の体験事業所を確保することが例年の大きな課題である。 

②事業所によって体験内容や時間に大きな差があり、全ての生徒に充実した形で勤労観を育むことが難しい。 

※一事業所あたりの体験生徒数が多くなったり、業務内容によっては体験することができず、短時間の見学の

みで終了となる事業所がありました。 

③事前準備における教職員の負担（事業所との事前協議や生徒の振り分け等）が非常に大きい。 

そこで、今年度は地域にある６つの事業所の方からご来校いただき、各教室を会場にして「職業講話」を実

施しました。来年度も、当校に事業所の方をお招きする形を予定しておりますが、事業所数や会場等について

は、今後検討・改善をしていきます。 

月予定を配布していただけると嬉しいです。 

新潟市教育委員会から示された「教職員 Well-Being計画」に基づき、当校でも教職員の働き方改革に取り

組んでおります。ご家庭に配付するたより等につきましては、迅速な情報共有・業務効率の向上・環境負荷軽

減の観点からペーパーレス化を進めており、月予定は前月中に当校ホームページへ掲載することとしておりま

す。保護者の皆様からも趣旨をご理解いただくとともに、ぜひ当校ホームページをお持ちの端末の「お気に入

り」に登録し、必要に応じて月予定を印刷していただく等の対応をお願いいたします。 



タブレット端末の使用について、学校としてスクリーンタイムを設定してほしいです。夜中までタブレットを使用して

いる子が多いと聞きます。新津三小の小学生は 21時にスクリーンタイム設定になっています。また、全国学力・学

習状況調査の結果で、メディアの視聴時間と学力には相関があることをずっと言っています。生徒の健全育成と学

力向上のためにも、遅くとも 23時にはスクリーンタイム設定にしてはどうでしょうか。 

学習用端末（iPad）を貸与するにあたり、保護者の皆様から「新潟市学習者用 iPad利用の確認書」をご提出

いただいております。これは、お子さんが iPadを適切に使用することができるよう、学校と保護者が連携して

指導にあたることを確認するものです。原則として、学校での使用については学校が、ご家庭での使用につい

ては保護者の方が指導にあたります。生徒が自分で情報モラルについて考え、使用時間等を 

自己調整する力を育むためにも、ぜひ iPadを含めたメディアの使用について、ご家庭のルー 

ルを決めるなど、お子さんと話し合っていただければ幸いです。スクリーンタイムにつきま 

しては、お子さんの生活リズムや使用状況をふまえ、必要に応じて各ご家庭で設定をお願い 

します。 

スクリーンタイムの設定方法は、右記のリンクまたは二次元コードからご覧いただけます。 

 

  

稲作体験はずっと続けてほしい。 

稲作体験は、新潟の基幹産業である農業への理解を深めるとともに、地域への感謝の心やコミュニケーショ

ン能力、自分から行動する力などを育む活動でもあります。今年度も、地域ボランティアと協力しながら熱心

に取り組む生徒の姿が見られました。来年度も、地域ボランティアとの協働の幅を広げるとともに、小学校で

の学びをふまえつつ、体系的な計画を作成するなど、改善しながら活動を継続していきます。 

インフルエンザやコロナが流行しているので、体調の悪い場合は無理に登校しないように学校側からも生徒に伝え

ていただきたいです。 

特に感染症が流行する冬の時期には体調管理に努めるとともに、具合が悪い場合は家庭で休養するよう、学

級担任や保健だよりを通して生徒に伝えています。ご家庭でも、お子さんの健康観察をよく行っていただき、

体調が思わしくない場合は、無理をさせず登校を控えてください。 

いじめの早期発見と人間関係調整に努めてください。 

当校では、毎月悩みごとアンケートを実施したり定期的に教育相談を行ったりして、いじめの早期発見に努

めております。今後も、多くの生徒が「学校生活が楽しい」、「クラスの居心地が良い」と感じる支持的な学

校風土づくりを目指すとともに、生徒の人間関係について教職員がアンテナを高くし、一人一人に寄り添った

支援ができるよう努めて参ります。 

 
 

秋葉区 障がい者理解促進に関する講演会のお知らせ 

 

～「福祉をひらく。 みんな「で」話そう、 福祉のこと」～ 
普段、障がいを持つ方と関わりがない、あるいは関わりの少ない方から障がいについて知ってもらい、考えて

もらうきっかけづくりとして講演会を開催します。講演会後、テーマをもとに参加者で対話をしながら考える哲

学カフェも開催します。興味のある方はぜひご参加ください。 

 

１ 日  時   令和８年３月１日（日） 第１部１３:３０～１４:４５  第２部１５:００～１６:００ 

 

２ 場  所    新津健康センター ３階会議室 （秋葉区程島１９７９番地4） 

 

３ 対象・定員    内容に関心のある方 ・ 第１部：８０名 第２部：２０名 

 

４ 内  容    第１部 講演会 講師 小松理虔（こまつりけん）さん 

「よそものからみた障がい福祉」 

第２部 哲学カフェ ファシリテーター 水島優（みずしままさる）さん 

テーマ：「障がいとは？自立とは？」 

５ 申込方法    右のＱＲコードから申し込み → 

※申込期限 ２月２３日（月） 

 

 
お問い合わせ先：秋葉区健康福祉課障がい福祉係（☎25-5682） 

※本事業は、特定非営利活動法人はぐハグへ委託して実施します。 

秋葉区健康福祉課主催 

 


